
 

 

 

 
 

 

 

三豊市立仁尾小学校 

                          校長 山下昌茂 

１ はじめに 

東日本大震災から２年が経つ。全国の人々があれほど辛い思いをしたというのに、日本はもう次の

巨大地震の心配をしなくてはならない時期に来ている。２５年後・・その前後に、同様の巨大地震の

発生が高い確率で予想されている。２５年後というと、今、目の前の子どもたちが３５歳前後の年に

なる。結婚をして家庭をもち、小学校に通うくらいの子どもがいるだろうか。おそらく両親は高齢で、

家族では中心となり、責任ある立場にあるだろう。また、地域においても、働き手の中心となって活

躍している一番逞しく、一番元気な時期（年齢）となっている頃･･となる。 

そんな状況に置かれる目の前の子どもたちの将来を思うとき、感覚豊かなこの時期にこそ、指導し

ておくべきことが２つあると考える。 

１つは、地震による被害を最小限に減

らしていく減災の知識。自分を含め、

家族の安全・命を守る知恵である。２

つ目は、被害にあった近所や地域の人

までも救おうとする、他者を思う奉仕

の心の高まり(ボランティア精神の向

上)と実践力である。このような知識と

心・実践力、特に、後者の心・実践力

については、大人になってから育てる

ことは難しく、子どもの頃に培うべき

大切な感覚（資質・能力）であり、禁

煙教育・性教育等のような未来教育の

１つと考えている。 

２ 初回となる大規模訓練の実施 

上述のようなことから私は、前任校

の豊中町で校長になった３年目の平成

２２年度（今から３年前）に、学校行

事として、地震に対する大規模な地域

防災訓練を実施した。地域や、地域外

の自主防災組織等の賛同・協力もあり、

１回目であったが、児童数１２０を含

む４５０名参加の充実したものとなっ

た。そして平成２３年度、仁尾町の本

校へ赴任した。本町は、海と山に面しており、公共施設が多く位置する中心地においては海抜が低く、

また、山沿いにおいても土砂崩れの危険性が高いとされる地域である。前任校以上に地域をあげての

かがわ自主ぼう連絡協議会 
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防災訓練の必要性の高い校区であると感じるが、これまでにその実態は無かった。 

３ 平成２３年度の実践（仁尾小勤務１年目） 

赴任時、既に作成されていた本校年間計画には、２月５日が日曜参観日とあり、親子の交流活動が

予定されていた。私は、ＰＴＡや本校教職員に、地理的な危険性も含め、防災訓練の早急な実施の必

要性を訴えた。そして、予定されていた行事内容の変更の了解を得ることができた。 

さらにその後、地元の社協（地域福祉計画実行委員会）の定期会合に飛び入り参加させてもらいなが

ら、学校が防災訓練を実施することを発信し、それに伴う地域の理解と支援を要望した。 

寒い時期ではあったが、その当日、参加者約８００名（児童数３３０名を含む）の地域防災訓練を実

施することができた。それは、前任校勤務時代から支援をいただいていた丸亀市川西地区自主防災会

や、地元の社協・各種関係団体等の力によることが大きい。       

とくかく、本校区の地域防災訓練のスタートの年となった。嬉しく、価値あることである。 

（１）訓練の長期的展望 

川西地区自主防災会の多大な協力

によって訓練は成立したが、他地域に

何時までも頼ることはできない。いや、

頼ってはいけないと考えた。そこで、

本実践は次のように展望した。 

○計画的に地元の自立へとつなぐ 

１年目は、大勢が参加できる休日に計

画し、訓練内容の全て（８種）を全員

が体験できるようにする。２年目・３

年目は、参加者をＡＢの２班に分け、

種目を半分ずつにして、２年間かけて

ローテーションしながら丁寧に体験

できるようにする。（４種×２） 

４年目からは、他地域の組織による指

導に頼らず、地元のリーダー主体で実

施できるようにする。 

（２）訓練のポイント 

大人主体の活動に子供が参加する

形をとると、肝心の子どもが客体とな

り、感覚を育てるというねらいが達成

しにくいと考えた。そのため、子ども

が主体となる以下の３点を意識して

計画した。 

○学校行事として位置付ける（主体は

学校） 

地域行事は、大人の活動に子どもが参加する活動になりやすい。最近の子ども会活動であっても、親

が準備したものをただ食べるだけの状況が目に付く。学校主体として位置付け、教育活動の明確なね

らいのもとで、子どもが主役の活動を計画する。 

○子どもを先頭に活動させる 

集合・移動・体験活動等の全て、子どもを先頭にする。特に移動場面においては、大人を先頭にする

＜実践内容を学校だよりで発信＞ 



と、列を作らない・歩く速さが一定しない・私語が増える等の問題が起こる。低学年であろうと、教

育されている子どもたちが、素早く無言で整列する・整然と列を組んで移動する・真剣に活動する姿

等を見ると、大人も真似るのである。それは、我が子の成長に喜びを感じ取るのと同時に、親として、

子どもの手本でありたいと考えるからである。案の定、私語や携帯電話をいじる親の姿をほとんど見

ない活動となった。 

○子どもが発信・提案する場を位置付ける 

例えば、教師が喫煙している父親に、「健康に悪いから禁煙してください」と言うと、争いになるだ

ろう。しかし、学校での禁煙教育を受けた子どもが、大切な父親の健康を思い、家に帰って「タバコ

は健康に悪いということを今日学校で学んだよ。お父さんの命が大切だから、お父さんに何時までも

元気でいて欲しいからタバコを止めて」と言うと、どうだろう。私の過去の実践でも父親の心は動い

た。これは、我が子からの訴えは、成長を感じたり、自分のことを思ってくれる優しさを感じたりす

るからと考えられる。また、同時に、学校での教育実践のアピール・発信にもなる。 

 防災教育も同様に、子どもの口(言動)を通して、家庭・地域に発信させ、地域全体を変えようとし

た。 

４ 平成２４年度の実践（仁尾小勤務２年目） 

１１月１８日（金）に実施した。あえて平日に開

催したが、６３０名もの参加があった。訓練１年

目は、１種８分間で全種目体験のローテーション

だったが、２年目は全体を２班に分け、半分の種

目にして１５分間ずつゆとりを持って体験する計

画である。 

 そして、今回の訓練においても、上述した３つ

のポイントを意識し、子ども（学校）が主体とな

るよう企画・運営した。また、本年度の６年生の

発信のねらいを「我が家から自治会(近所)へと、

家具転倒防止対策の実践を広げる」こととした 

（１）家具転倒防止対策の実践と実態 

６年生は、地域へと「家具転倒防止対策の実践」

を呼びかけるため、実態を調査することとなった。

すると、６年生の家においては、４月の時点で１

４％しか実践していないことが明らかになった。 

呼びかける当事者でありながら、ほとんど実践で

きていなかったことが課題となり、６年担任と子

どもたちの取組が加速した。＜加速①＞結果とし

て、８ヶ月後の１月には８４％まで改善した。そ

してその成果を学校だよりで紹介し、ホームペー

ジにも掲載した。 

（２）取組の加速①―「ためしてガッテン」の取材 国の防災対策を推進する関係者は悩んでいた。

それは、いくら地震の恐さを伝えても、いくら災害による悲惨な情報を伝えても、我が国の各家庭に

おける防災対策が進まないことである。心は動くが、行動につながらないのである。 



そんな時に、本校のホームページが、

ＮＨＫテレビ「ためしてガッテン」の

プロデューサーの目に止まった。家具

転倒防止対策が、１年内に１４％から

８４％まで改善したというデータで

ある。そして、そのことで取材を申し

込まれ、承諾した。 

（２）取組の加速②―「ＮＨＫ香川ニ

ュース」の取材 

実践８４％は、６年生だけの実態で

ある。「ためしてガッテン」の放映を

機に、校長から全校生に、家具固定を

冬休みの宿題として与えた。これには、

次のような４つの意図を含んでいる。 

○防災が進んでいる仁尾地域と報道

されたことに対して責任意識を高め、

実態をそれに近づける。 

○冬休み前には、各家庭で大掃除が行

われるため、家具防止対策のチャンス

が生まれる。 

○子どもの意識が高まり、先頭に立っ

て動こうとすると、必ず家族の応援が

生まれる。 

○命を守ることに関わる取組は、ある

程度、強制的に指示（宿題）すること

が必要と考える。そして、冬休み明け



のその結果・成果に興味を持ったＮＨＫテレビ局の取材が続くこととなった。半数近くの児童の家庭

で、家具の固定が進んだからである。また、

地域の意識を改善するには、マスコミ報道と

連携することが効果的と考え、学校だよりと

通じてそのことを発信し続けることとした。 

５ 平成２５年度の実践（仁尾小勤務３年目） 

１０月３０日（水）に実施した。新たに幼稚

園保護者の参加要望もあり、６６０名の参加

があった。そして今回は、２回目の種目を入

れ替えての体験とした。また昨年度、本地区

に、町づくり推進隊が発足し、その中に安全

対策部が位置付いたため、その組織(地域)

と連携しながらの訓練を始めることができ

た。その中で、本年度の６年生の発信のねら

いは「３年間の防災学習の歩み紹介と、新た

な土砂災害への対策」である。これまで、海

からの視点が中心であったが、土砂災害の危

険地域として、本校の一部が加わったからで

ある。海・山、そして家屋の倒壊等と、様々

な視点での防災対策の必要性の発信である。 

６ おわりに 

 以下のグラフは、家具転倒防止対策３年目

となる取組状況である。また、日常生活にお

ける防災意識の実態である。 ここから、行

動や意識において、卒業学年に向けての継続

的な取組の成果が見て取れる。特に、知識が

増えることで自然災害に対する不安が増し、

怯えながら生活しているのでなく、防災対策

を実践することによって、安心感を抱きなが

らの生活に改善されていることがうかがえ

る。 

 子どものために本気で取り組む。すると、

一人、また一人と支援者が増える。気付けば、本地区で３団体、他地区の２団体からの応援をいただ

く恒例行事となってきた。地域の背負う子どもの成長に向けて、有り難いことである。 

 



  事務局だより              平成２５年１２月 

 

かがわ自主ぼうの最近の活動を紹介します。 

 

 

 

•かがわ自主ぼう連絡協議会は、去る平成２５年１１月１日、高松サンポート e-とぴあ・

かがわにてフォローアップ事業の中間報告を実施しました。 

１．フォローアップ事業について 

「共助の社会づくり支援事業（香川県）」にＨ２３年度より採択される。   

Ｈ２３年は県内自主防災組織へのアンケートを行い、その結果により３段階のランク

付けを実施した。 

今年度は、昨年度に引き続き、かがわ自主ぼうの経験豊かなスタッフが訪問し、アド

バイス、さらにはまち歩きや訓練への同行など、地域の防災力強化に向けた様々なニ

ーズに応えている。   

(１) 平成２５年度の強化地域 

     ①観音寺市   １０組織程度      ②さぬき市    １０組織程度 

(２) 平成２４年度からの継続フォロー地域 

     ①高松市     ５～１０組織      ②坂出市     ７～１０組織 

     ③三豊市    ３～５組織       ④琴平町     ３～５組織 

     ⑤まんのう町  ３～５組織         ⑥綾川町     ３～５組織 

(３) 平成 25年度の新規エリア 

     ①宇多津町  ３～５組織          

②小豆島町  ３～５組織  

 

２．活動報告 

（１）訪問組織数：３１組織 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区 
訪問 
組織数 

地区 
訪問 
組織数 

高松市  1 琴平町  1 

観音寺市  9 まんのう町  2 

さぬき市  8 小豆島町  5 

坂出市  1 宇多津町  1 

三豊市  2 綾川町  1 

平成 25 年度自主防災活動・結成促進フォローアップ事業（中間報告） 

7 月 21 日観音寺市大野原町落合地区防災訓練 

7 月 3 日さぬき市フォロｰアップ打ち合わせ 



（２）フォローアップ活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集後記 

今月の防災減災の輪は、三豊市立仁尾小学校 校長山下様より原稿をお寄せいただき

ました。誠にありがとうございました。 

避難ルートを事前検証し、危険個所などを洗い出し、これをもとに各班ごとに防災マップを作製 

８月３日 観音寺市豊浜町関谷地区防災マップ作製 

ひもの結び方訓練 ロープ投げ訓練 

７月２１日 大野原町落合地区防災訓練 

ＡＥＤによる心肺蘇生訓練 傷の応急措置訓練 
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